
精神科単科。r            ~  ~
病院名 一般病院/通 病床入院対象患者の規定          若年者の入院/患者層

_二___JOrモデル   ‐

A T般 /通常  槽γ
確定 (PCR陽

牛
等)+疑い患者 (PCR未着)若

年著も少なくなし`

B 一般/通常 結核確定患者(PCR陽性等)        若年者も少なくない

o  一般/通常  鱚 附
確定していない患者の

仝
室もあり  若年者も少なくない

D 一般/通常 (質問せず)               質問せず

E 一般/通常 (質問せず)               若年者も少なくない。ホームレスは少ない。

F 一般/通常 (質問せず)               状態の悪い高齢者が主だが若年者も少なくない

G 二般/通常 (質問せず)               80以 上の高齢者多い/時に若年者あり

H  一
,1/通常  璽鋒話

し
)患

者
1診

断つ|すば辱響彎
の結核病院に

若年層も少なくない

I  一般/通常  (質問せず)               時に若年者

J  T般 /通常 (軍間せず)               全患者の2/3が生活保護,ホームレス患者
、                        若い方も多いが元気で家族がいる人は少ない。

K 一般ノ通常  (質問せず)               寝たきりや自由移動不可患者は全体の半分。月
に10名 程度死亡退院。

L -13/通 常  言麿匿蛋言易ヤ
(疑い患者に対

|て
は

,各痺
棟 入室者すkなく質問せず

‐      高齢者が多い(平均69-70歳 )、 またホームレスが

M 一般/通常 結核確定者のみ              多い。 20%くらいは寝たきりで看護単位は15:1。

深夜帯の看護が過負荷になり看護師が一時大
量に離職し結核患者が入院できない事態になつ

結核確定患者のみ:原貝1閉鎖病棟対象者のみし

N 精神科病曝  集会層理翼窟1ビとについて本人同意があれば 高
撃育

が多く干均年齢7o歳前後

任意入院の患者も受けることあり。

。  零簿
科病院

T(質 問していない)             
傘歴媛どぷ夢炉

棟入院同意が
考

要。分裂病
1認

1 増寧■
が主/収

容実績なく否明      1       収容実績なく不
甲

Q 一般モデル 疑いを含む結核患者            質問せず
結核確定者のみ (疑い患者は各病棟陰圧室に収

R一般毛カレ
F営欄 鱗 農 唇藝 仄 麒 真行言

も
:くTT中

果お重
T都1管

帯不可

床として機能している。
基本的に合併症 (透析が多い)結核への急性期                    ｀

S 2種病床   対応のための入院。院内の結核疑い患者は確定質問せず
診断以前は入室しない。

院内発生の患者のみ収容が原則 (結核疑いも含
T  2種病床   めPCR結果判明まで、ないし結核病棟転院まで 質問せず

の期間)^

表2.4.入院対象者と患者層
(a):疑い患者 (確定していない患者)は個室にいれ据え置き型換気装置を作動させ陰圧化する、と。確
定すれば換気装置は停止させる。

(b):疑い患者 (確定していない患者)も区域ごと陰圧化されている結核病床区域の陰圧個室に収容。
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と置されている。ナースステーは別 (

G 一般   通常

I 一般   通常

L 一般   通常

P 精神科が主 モデル病床(精神)

S 一般   モデル病床(=般 )

T 一般   結核病床なし

ションから遠い。結核患者ないし疑い患者収容実績はない(結核病

床よりも窓は大きく部屋は大きくて明るい)。 予定されている病院建

て替えで結核病床を30床へ減床させ2種感染症病床と同じ病棟とす

る予定            ′

2種感染症病床は結核病床と一体になってグループ化/ユニット化

されているが感染症と結核の間には仕切り扉がある。結核と感染

症の各病床に患者をそれぞれ結核患者、感染症患者を入れること

も可能との見解。室内にユニットバス設置。デング熱やインフルエン

ザなどの患者収容実績あり。
感染症病床は結核病床の隣の病棟に設置されている、陰圧化され
ているがHEPA排 気の有無は不明
1階が結核病床で2階が2種感染症病床になっている。他から離れ
た別棟を形成、この病棟に普段は職員はいない。

陰圧化されていない結核モデル病床は結核患者には使用せず一

般病床として使用し、陰圧イヒされている2種感染症病床を結核患者
に使用している:2種病床は結核とは別の病棟に設置されている。

察雷懸声
での処

弓
だが、年間2-3例

|ま
重症で院内で治療する場合

表25.結核病床と2種感染症病床の関連
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排気設備  HE鰤 循

斎簿響稽暮        詳細

ハ   曇

―
癖棟内陰圧化不

可
能室 なし    なし    なし    機械換気なし、換気扇なし。     対象外        なし

病院名  区画

同一病棟内陰圧化可能室群 あり

B  同一 病 棟 内 非 陰圧 区域    あ り

同一病棟内陰圧区域:    あり

C               あり

D                あり

E               あり

F               あり

G  同一 病 棟 内非 陰 圧区域    質 問 せ ず

同一病棟内拡大陰圧区域  あり

同一病棟内固定陰圧区域  あり

H               あり

1                なし

」               なし

K  2階病棟        あり

3階病棟         あり

4階病棟        あり

5階病棟         あり

L               あり

M  OO病 棟       なし

全含
病棟一部+□ El病棟 なし

△△病棟内MD薇区域  あり

N  同一病棟内非陰圧室群 あり

同一病棟 内陰圧室群   あり

0              あり

P               あり

Q            あり

R               あり

S  モデル病床       不明

2種感染症病床0)   あり

T  2種感染症病床     あり

なし    機械換気(詳細不明)。      不明

な1     雷醤螢尋可
不明)+HEPA付

「

循
不明

なし    機械排気による全排気      不明

なし    換気扇による全排気       不明

なし    機械排気による全り1気      ‐2回

感染粒子の除去 (全排気ないしHEPA付再循環ないしその他 ) 外 気導 入 回数/時間   辱』

環を言

T摯
気 回双 /

なし    なし    機械排気による全排気可能(a)  15回 -30回 (実 態不明) なし

なし    なし    機械排気による全排気。      質Polせず       なし

なし

あり

なし

なし

なし

質問せず

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

あり

なし

なし

なし

あり

なし

あり

なし

あり    糟雲婁量舞塀

+全
炉室空気

最大8回 (現状不明)  質問せず

なし    曇
械排気で一部空

尋
をHEPA付

〒
循 再循環含めて47回程度 再循環含めて47回程度

なし    機械排気による全排気      32回         なし

なし    機械排気による全排気      25回         なし

なし    機械排気による全排気      不明         なし

質問せず  質問せず            質問せず       なし

なし  機械排気による全排気   話Pな
いし6回 候 態不

なし

なし  機械排気による全排気   鶴Pれ
t6回 峡 態不 なし

なし    機械排気による全排気      45回 ～6回      なし

なし    機械換気なし。換気扇なし     対象外        なし

なし    機械換気なし。換気扇なし     対象外        なし

なし    換気扇による全排気。       不明         なし

なし    換気扇による全排気。       不明         なし

なし    換気扇による全排気。       不明         なし

なし    換気扇による全リト気。       不明         なし

なし    機械排気による全排気       2回           なし

なし    機械換気なし。換気扇なし     対象外        なし

なし    機械換気なし。換気扇なし     対象外        なし       ‐

なし    機械リト気による全排気 不 明
陽圧化可能 1室のみ HEPA
付再循環空気清 i争機設置

不明

不明

なし

なし

なし

なし    繕醤基曇ξttEPA付
再  再循環含めて

`日

程度  笙

気導入を含めて6回程

なし    不明               29回         なし

なし
     曇

械換 気で一部 空気をHEPA,再 循  22甲    _      48

なし    機械排 気による全排気       不明         なし

表3.1_感染粒子の除去状況

(a):排 気装置はon/酬でかなり作動音が大きいとのこと。疑い患者 (確定していない患者)はこの個室にいれ据え置き型換気装置を作動させ陰圧
化する、と。確定すれば換気装置は停止させる。
(b):陽圧化は殆ど作動していない様子で、HEPA付再循環装置の稼動状態についても質問していないため、別区画としなかつた。
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病院名 病床区画 換気システム概要 給気(機械)系の独立 リト気

給りF気装置
停止時対策
(フ ァン運動夕

・
ン

A 同一病棟内陰圧化不
可能室群

同一病棟内陰圧化可
能室群

同一病棟内非陰圧区
域

同一病棟内陰圧区域

同一病棟内非陰圧区
域

同一病棟内拡大陰圧
区域

同一病棟内固定陰圧
区域

2階病棟

3階病棟

4階病棟

5階病棟

○○病棟

△△病棟一部+□
□病棟一部

△△病棟内MDR区
域

同一病棟内非陰圧

室群
同一病棟内陰圧室

群

モデル病床

2種感染症病床

2種感染症病床

共用トイレ浴室からの排気のみで機
械換気なし。換気扇なし。

据え置き型のHEPA付 排気装置
(on/offlあり

病室に排気給気両方あり。廊下で給

病室に排気給気両方あり。廊下で給

廊下と病室共に給気されている。病室

以外にも共同区域トイレで排気

病室に排気給気両方あり

病室に排気給気両方あり

病室に排気給気両方あり     '

質問せず

排気のみ。機械給気の有無不明

排気のみ。機械給気の有無不明

排気のみ。給気なし。

トイレ浴室からの排気あり。これ以外
自然極争 絶ヽ争罵r.‐ l__

ほぼ自然換気。換気扇なし。

各部屋の換気扇のみ

各部屋の換気扇のみ

各部屋の換気扇のみ

各部屋の換気扇のみ

廊下、各病室とも給気/排気あり
`

トイレ浴室からの排気 (on/。つを除き
ほぼ自然換気

トイレ浴室からの排気(on/。0を除き
ほぼ自然換気

病室からの排気のみ。給気は非MDR
区域からフィルタ=(HEPAかどうか質
問せず)を通した空気を廊下側に吹出
している。

機械換気だが不明

機械換気だが不明

廊下から給気。廊下と病室から排気。

病室からの換気扇による排気

病室内で給気、排気ともにあり

区域内廊下兼共用スペースでは給気
のみ。各部屋で排気と若干の給気。

質問せず

各室で給気と換気 :

各病室は排気のみ、廊下で給気

は他の病床からの排気と共 不明
1閑

部屋ごと単独独立    不明

質問せず

あり

なし

なし

あり

なし

なし

なし

不明

質問せず

質問せず

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

独立

独立

独立

他病棟と共通

下階と共通

独立

給気の有無不明

給気の有無不明

給気の有無不明

独 立

非MDR区域からの
フィルターを通した送
気

質問せず

質問せず

独立

フロアー共通

各部屋単位で独立

質問せず

各室で独立

共通

単独独立

単独独立

単独独立

単独独立

単独独立

単独独立

質問せず

単独独立 (陰圧区域全体で1

単位 )

各部屋毎の換気扇排気

各部屋毎の換気扇排気

各部屋毎の換気扇リト気

各部屋毎の換気扇排気

単独独立

質問せず

質問せず

量程警
立(陰

F区
域全体

下
1を

‐

単独独立        なし

質問せず        質問せず

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

　

Ｍ

Q

Ｏ

　

Ｐ

Ｒ

　

Ｓ

単独独立        なし

不 明

不明          不明

単独独立        あり

単独独立 (換気扇)

陰圧室は縦にブロックを形
成しこれらのシステムのみで あり

単独独立排気

単独独立     ヽ なし

単独独立        なし

単独独立        なし

単独独立        あり

表3_2.換 気システムの概要
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排気口が病室窓から離れて

_型 名 _琴床区画    砧[門邸妻善

′ノノ   HEPAフィルター保守整備 いる

A  量菫辱
棟内陰圧化可

ぁり

B   同一病棟内陰圧区域 あり

あり

あり

あり

なし

G  目面
病
督
甲拡本陰圧

ぁり

量吾
病棟内固千号圧ぁり

Ｃ

Ｄ
　
Ｅ

L            あり

M   金後
病棟内MDR 

ぁり

0         あり

Q           あり

R            あり

S  2種感染症病床 あり(給気側にもあり)

丁  2種感染症病床 あり

交換1回/3年 (目 詰まり警報等の有 。K(屋上から排気)

無質問せず )

交換1回/2年 (目 詰まり警報等の有 。K(屋上から排気)

無質問せず)

交換1回/1年 (毎 月点検)    OK(屋 上から排気)

交換1回/3-4年 (目 詰まり警報設 OK(屋_Lから排気)
置)

交換1回/3年 (差圧メ
=タ

ーで管理)OK(屋上から排気)

N。 (同 じレベルで排気。1つ の

病室だけ外気取り入れ口近く

に排気している)

交換1回/4.5年 (目 詰まり警報設置)OK

交換1回/45年 (目 詰まり警報設置)OK

No(同 じレベルで排気。隣接

交換1回/2-3年 (差圧計をモニター)する病室へのショートカットの

可能性有り)

交換の経験なし(陽圧警報あり) OK(屋 上で排気)

差圧計なし/5年に1回程度    No(病 棟横で排気)

交換 1回 /2-3年 (差圧計のモニター
で交換時期を決定)

交換1回/1年

OK屋上排気

OK(屋上排気 )

あり

No(同じレベル排気している
交換 1回 /2-3年 (現在)

が給気口とは離してある)

交換は2-3年に1回 (目詰まり警報  No(給気と排気のダクトが隣
等の有無は不明 )

交換 1回/1年

接している)

Ok(屋上で排気 )

表3.3_排気の状況 (機械排気のある区画である程度詳細の判明のしている区画のみ )
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交換頻度 区 画

1年に1回交換

2年に1回交換

3年に1回交換

2-3年に1回交換

3二4年に1回交換

平均4_5年 に1回交換

5年に1回交換

交換の経験なし

表3_4.HEPAフィルターの交換状況
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病院名  病床区画    尋責百3Mと
給気ロィ

 霞詈籍翼震識F空
気流の設定(清 、

A  暑罷璽紗
陰F■ 化 患者頭付近

異霰響
ドサイドに  なし

B  目
―病棟内陰圧区 病

覇辞製謄彗
1下排気。病室入 ぁり

c           嚢饗F給
気。病室入

マ
ロ付近で ぁり

多床室は部屋中心部で給気、病

‐D          ‐署登善晟↓掛著島撃長ら個尋壇暑 あり
,         排気

E      劃責蜀唇心 雪
室内トイレぁり

F           嚢響丁
給気。廊下製本リロ近くでなし

0  星I唇
棟内拡

今
陰

.嚢恵&足
響部分天

十
で1,卜気。給

陰圧区域内の空気流設定なし

星≡霞
棟内固定陰

 憂恵艦

井でリト気。給

H           嚢釉

まば中心部天丼で排 一般病床区域⇒陰圧区域⇒結核病

床に設定

L   諌試蕊 段うL徹 鷲テニ晏粟理 ラお襲潟
排気           ‐

(現状で陰圧ではない)

M  金会
病棟内MDF 

軍間せず          非MDR区域⇒MDR区域廊下⇒病室

0           [置暴曇言曇;嗣茎彗論理黒ど蘭躊雫三馨嘉量
圧区域(陰圧区域

Q          昴菖房孟男飛薔穀貧、
より給気。

(病棟単位運営)

=うてし。

患者ベッド真上のHEPAユニット

: R           百再1薇ラ奪貯二‐
O排気は入り 通常病床廊下⇒陰圧区域全室⇒共

室からの排気 用室兼廊下⇒各病床
のみ。

排気の熱交換ユニットは患者の

S  2種 腎
染症病床  笙響ぢ繋難i:鷲熙≧筑藷ま言

に
廊下

マ病室

い 。

丁  2種感染症病床  質問せず          廊下⇒病室

表 3.5.空 気流の設定 (機械排気のある区画である程度詳細の判明のしている

区画のみ)       .

25



病院名  病床区画 病室の陰圧化鋤轍
病室外区域(廊下や共用室を
含む)の陰圧化

陰圧のチエツク機構と記録

病室陽圧化可能十
前室設置 (HiV合 併
結核など易感染性
患者管理のための
個室)

同一病棟内陰圧化

不可能室群

同一病棟内陰圧化

可能室群

同一病棟内非陰圧

区域

同一病棟内陰圧区

域

同一病棟内非陰圧

区域

同一病棟内拡大陰

圧区域

同―病棟内固定陰

圧区域

2階病棟

3階病棟

4階病棟

5階病棟

σO病棟

△△病棟一部+
□□病棟一部

Δ△病棟内MDR
区域

同一病棟内非陰
F■室群
同一病棟内陰圧
室群

10 なし

2 全室陰圧化可能

40 なし

20 全室陰圧化

55 全室陰圧化

10 全室陰圧化

10 全室陰圧化

電厨 なし
30 なし

12 全室陰圧化可能

8 全室陰圧化

3 全室陰圧化

4 なし

46 なし

59 (換 気扇による換気 )

58 (換 気扇による換気)

59 (換 気扇による換気 )

59 (換 気扇による換気 )

10 全室陰圧化

51 なし

44 なし '

全室陰圧化

なし

全室陰圧化

全室陰圧化

(換気扇による換気)

全室陰圧化

全室陰圧化

なし

全室陰圧化

全室陰圧化 |

なし

病室外陰圧区域の形成なし

なし

区域全体が陰圧化

区域全体が陰圧化

区域全体が陰圧化

区域全体が陰圧化
・

なし

なし

区域全体が陰圧化可能

区域全体が陰圧イヒ

区域全体が陰圧化

なし

なし

(換気扇による換気)

(換気扇による換気)

(換気扇による換気)

(換気扇による換気)

区域全体が陰圧化

なし

なし

区域全体が陰圧化

なし

病室外陰圧区域の形成なし

区域全体が陰圧化

(換気扇による換気)

病室外陰圧区域の形成なし
く病棟単位運営)

区域全体が陰圧化

なし

区域全体が陰圧化

区域全体が陰圧化

なし

なし(HiV合 併患者
も陰圧室に入院す
る)

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

機械動作確認のみ

中央監視IC(ナースステーションに設置)

で各部屋区域の圧をモニターしている/一

日一回チエック
3ヶ月に1度行う。病室の入り日と病棟の入
り口をチエック(ビ ルメンテ会社が他の点検
と共に行つている)

なし

設備管理室で毎時間の自動記録

なじ

なし

毎日看護師がスモ→ テスト施行し記録/

圧計も記録する

なし

なし

陰圧のチェックではないが、看護師が排気
ファン作動ランプを勤務交代時に確認する
(記録はしていない)。

病室入日のデジタル式差圧計を1日 に1回

看護師が確認/記録はしない
スモークテストを1日 1回施行(病棟の看護
自T)/記録あり

なし

時々チェックする程度(決まりなし)。

じ

　

し

　

し

な

　

な

　

な

E

F

G

H

I

」

K

な しＬ

Ｍ

１
　
寒
２０
５

なし

なし

なし

1室 のみ陽圧化可
能/前室はない

なし

なし

なしＯ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

２

‐ ５

３

０

６

‐ ０

し

し

し

し

し

し

な

な

な

な

な

な

モデル病床

2種感染症病床

2種感染症病床

表3.6.陰 圧化の状況

26



個室       2床 室   3床 室   4床 室(b) 5床室(a)6床室(a) 7床室(a) 8床 室(a)9床室(a)

lE IE 浮 駆 燿 澤 澤

―鷲ii 貫言iS 言][ 重[幌
 璽

iF tti糧
 鷺

][
0   1 595   1    474  0

壌量
化可能 26 0 2"000

B 非陰庄区域  40 あり   あり   4 124 0  o   2 159 0 0  0    8  797 0

C

D

E

F

G

H

I

J

K

陰圧区域   20 あり   あり

全室陰F■   55 あり   あり

全室陰圧   10 あり   あり

全室陰圧   10 (つ    あり

なし     29 あり  あり

非陰圧区域  30 あり   あり

嬢本
陰圧区  12 あり   あり

展
定陰圧区  8  あり   あり

全室陰圧   3  あり   あり

非陰圧    4 あり  あり

4 159  0  0

1  124  0   0    7 719  0  0  0

2  128  0   0                 o

2  163  2   0

5  128  0   0

3   782   3    2      4 ,03   0   0

4 703  0   0

3    フ97  0

10   643  0

2    656  0

2    823  2

6    655  0

2    703  0    1   546     1   464

1   751  0

2 664

2 162 0  0

34T l l   1 523 0

2 882   0   0

3   62   0   0               1    '97  0    1   037      5   531

2  146  0

3  922  0

非陰圧    46 あり  あり

ぎ鷲声
室非 59あり なし

ぜ蟄声
ヨト 58あり なし③

置護書
室非 59あり なし③

置護声
室非 59あり なⅨの

全室陰圧   10 あり   あり   6 132 6  0

00病棟  51 あり  あり   6 1T8不明ネ明

2   47             3  527

3                     5

2          1          5  574

2           1           5

Ｌ

　

Ｍ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

高驚寝軍 “
あり おり 4写6利 利     3¨ 302“73卸

部

會
領 怪 1:あ り あり 21T9不 明

T明
37陀 00  2η 70

非陰Ft室   20 あり   あり                             5  783 0

陰圧室    5  なし  なし   3 不明 0  0   1 99 0 0

全室陰圧  8(つ   あり  8 1ギ  8 1

1し
    2(つ   あり   2 1T 2 6

全室陰圧花 15 0  (つ    15 1T 15 15

全室陰庄化  3 (つ    (つ     3 133 3  3

り
/全 61り  あり 6● 00

⊆鷲翼委ィ
全
 1。  。  。   101T81。  16

表3.7各 区画の病床配置と陰圧化 'トイレ・浴室シヤワー等設置状況

★ :トイレ/浴室シャワー等を含む面積の場合★を付す。

☆ :トイレ/浴室シャワー等を含む面積かどうか不明の場合☆を付す。

〈b):全部屋がトイレ/浴室シャワ=等なし

(b):全 部屋が浴室シャワー等なし

(d):風 呂は1階の結核患者専用浴室を使用

(e):病室外陰圧区域の形成なし

(つ :各部屋に設置しているので不要
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個 室 2床室 3床室   4床 室
5床室 6床  7床
(a)室(a)室 (a)

計
昧

室＜ａ

9床

室(a)

総計

陰圧 tr 陰圧 tr 陰圧
リ
ウ  陰圧 tr 耗

圧
一　
１８

挑
圧
一　
２

ブト膨き  リト臨営

圧  圧 雀『  陰圧 t『

病室数
｀

病床数

トイレ・浴室/シャワー

等の有無判明病室

トイレあり病室 (不 明除
く)

浴室/シャワーあり病
室 (不明除く)

21   16

42  32

.21  16

1

1

65  25

65  25

63   15

2   1    20  27    4    26 103   120   228

193   511   704

106   110   216

80  108

20  27

2

表3.&陰圧/非陰圧別に見た個室・多床室分布と,トイレシャワーの設置状況

(a):陰 圧室なし
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病院名 病床区画 陰圧化の有無 霊
室窓の開放不可化ないし

甲
放禁

結核病床区域

陰圧翻 片璽是
扉の自開

室 設 置

編轟屡鼈
常に必要以外 病室扉は引き戸

同一病棟内陰圧イヒ不

可能室群

同一病棟内陰圧化可

能室群  .

同二
病棟内非陰圧区

域

同一病棟内陰圧区域

同一病棟内非陰 F■ 区

域

同一病棟内拡大陰圧

区域

同一病棟内固定陰圧

区域

なし

全室陰圧化可

能

なし

全室陰圧イヒ

全室陰圧化

全室陰圧化

全室陰圧化

なし

なし

全室陰圧化可

能

全室陰圧化

全室陰圧化

なし

なし   ,

(換気扇l_よる

換気 )

開放

陰圧化時間鎖

質問せず

閉鎖が原則

閉鎖が原則

閉鎖が原則だが開放し
ていた病室あり

閉鎖が原則

閉鎖が原則

質問せず

質問せず

質問せず

閉鎖が原卿1

質問せず

閉鎖が原則

買間せず。実際には開
いている部屋も多く見ら
れた。

閉鎖が原則

あけてよい

あけてよい

あけてよい

質問せず

質問せず

常に閉鎖

収容実績なく不明

結核収容時は常閉鎖

常時間鎖

(稼動していない)

常時間鎖

常時間鎖

全て弓|き 戸

全て開き戸

全て引き戸

全て引き戸

全て引き戸

全て引き戸

全て引き戸

全て引き戸

全て]1き戸

全て引き戸

全て引き戸

全て引き戸

全て引き戸

全て開き戸

全て開き戸

全て引き戸

全て引き戸

全て引き戸

全て引き戸

全て開き戸

全て開き戸

全て引き戸

全て引き戸

全て引き戸

全て弓|き 戸

全て開き戸

全て引き戸

全て引き戸

開放可能だが常時間鎖を指導‐

(陰 圧時)開放可能だが常時間鎖を
指導

質問せず

開放可能だが常時間鎖を指導

開放可能だが常時閉鎖を指導

開放可能だが常時間鎖を指導

開放可能だが常時間鎖を指導

質問せず

質問せず

(陰圧時)開放可能だが常時閉鎖を
指導

開放可能だが常時間鎖を指導

開放可能だが常時閉鎖を指導

質問せず

窓は閉鎖が原則だが患者が開けて
しまうことも多い

窓は閉鎖が原則だが患者が開けて
しまうことも多い

あり

あり

冒躍Fは
はつ質問せず

あり     あり

し
　
　
し

な

　

な

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

あり

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

自開式

自開式

なし

H

I

」

K 2階病棟

3階病棟

4階病棟

5階病棟

なし あり

Ｌ

　

Ｍ

全室陰圧化  開放可能だが開放しないよう指導  あり     あり

○○病棟    なし     閉鎖が原則          なし     あリ

合禽涙埜罰
部十□なし     閉鎖が原則      ‐    なし     あり

合
△病棟内MDR甲

傘室陰圧化  開放不可能          なし     あり

星黒
病棟内非n__圧

なし     開放可能           なし     自開式

暴
一病棟内陰圧室

全室陰圧化  開放不可能          なし     自閉式

全室陰圧化  閉鎖が原則1           あり     自閉式

｀       ・
婚

扇による 開放不可能          なし     不明

全室陰圧化  開放可能だが常時間鎖を指導   炉 督
単位

号  自開番

全室陰圧化  開放可能だが常時間鎖を指導   あり     自閉式

モデル病床    なし     (稼 動していない)       なし     あり

2種感染症病床  全室陰圧化  開放可能だが常時間鎖を指導   なし     あり

2種感染症病床  全室陰圧化  開放不可能          なし     あり

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

表3.9..ドアと窓の状況と管理
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菅プ讃病床区画 多床室への収容条件
病室外への自由移動許 病棟ないし病床区域外への自由移動 病院外外出/外泊の基
可の条件      許可の条件           準

~万

「
F耳

ご

~I肇

妥冒]]]]「
『

1]零 豪尋二]]]][治
療初期 11個 室とし

制限なし        入院中不可
′    同一病棟内陰圧化可 たいがベツド運営上困喫

能室群

B 一 般  最

二病棟内非陰圧区

同一病棟内陰圧区域

C 一般

D T般

E 一般

F 一般

G 一 般  目

~病棟内非陰圧区

同一病棟内拡大陰圧

区域

同一病棟内固定陰圧

区域

H 一般

I 一般

J 一般

K 一般  2階病棟

3階病棟

4階病棟

5階病棟

L 一般

M 一般 ○○病棟

「
般 合禽蜃埜罰

部+□

一般  合

△病棟内MPR区

N 理模
科

星:病
棟内非陰圧

同一病棟内陰圧室

群   :

。 籍誤
科  .

P 漂菫科

Q 一般

R 一般

S 一般 モデル病床

治療初期は陰圧区域個室 (2床室を使用)を

原則とするが、ベッド運営上困難なことが多
い 。

最初2週間程度は個室管理が原則

治療初期は個室が理想だが運営上困難なこ

とが多い。薬剤耐性 (疑い)Iま 積極的に個室

に入れる。

治療初期、重症患者、MDR用意者は個室が

理想だが運営上困難なことが多い。

治療初期、薬剤耐性例は個室を原則

治療7J」期は個室が原則

多床室なし

入院患者少な〈ほぼ常に個室管理

培養陰性化が原則だが、ベッド運営上困難な
ことが多い。

個室はないが排菌部屋とそうでない部屋があ

る。

個室のみ使用

基本的に個室は重症患者に使用し、状態がよ

ければ最初から多床室可能。

質問せず

塗抹連続2回 陰性

個室のみ

多床室なし

多床室なし

多床室なし

多床室なし

病棟外院内売店に行〈ことが
'日

1回許

制限なし        可。これ以外の結核病棟外への移動不

可 。

復督
初期■

1間
程辱)経

:〔甲
日ξ瞥ご慧醤EEξ″

旱

質問せず

質問せず

質問せず

質問せず

質問せず

制限なし

短期の患者が殆どで基準なし

蠍 譴立£ビ
よ引J旨

マ
るが、鋼 刊まあまり患者がいないので

鑑 医判断

質問せず       棲雷賢措 畠潜ざま∬[則
だが

季
際に 培養陰性化

マスクをすればはじめから院内自由移動許可。ただし非結核病棟への 排菌(塗抹)陰性(塗抹陽性
移動は禁止。病棟間は鉄の扉有り常時間鎖しているが施錠はない。 でも培養陰性ならoK)

喀痰塗抹または培養が3回 連続陰性

入院中不可

原則不許可

原則不許可

喀痰塗抹または培養が3回

連続陰性

原則不許可

喀痰塗沫培養検査結果が2

回続いて陰性の場合。周囲

散歩の場合マスク着用が

条件で、散歩許可証を発行

しており、散歩区域と散歩

時間を定めている。

原則不可

主治医判断。通常治療開始2週間程で区

域外移動を許可(1日 1.2回 程度)必ず看  原則不許可

護師がつきそう。

入院中不可 原則不許可

病棟外移動の条件は喀痰塗抹陰性。陰

圧区域外に出る条件については質問して 喀痰塗抹陰性

いない

狙 間以上治
春

し主洛医が許可すれば。
懸:諄 絋 疏]瞥臓懇

歩のみ可

非MDRで は入院 lヶ月後FB3薬 が順調に月風

薬できていること。

区域内は出入り自由
れの

出燎言留野醤お榔 早Fi塗
抹陰性ならOKの可能性高い)。 ただし

MDRの 場合あまり区域外今行きたいとい

う希望はあまり出ない。

陰圧室から自由に出入り可

能となる条件は塗抹連続2 閉鎖病棟で不可能

回陰性

質問せず        1ケ 月3回検痰し2ヶ 月連続6回 塗抹陰性。 主治医判断

不可能 (施錠) 閉鎖病棟で不可能           不可

曇鼈 蒼ピ動穐ξ暦

取できなけ相 ま胃淘 卒抹検査が3甲連
主治医判断

結核治療 2週間以上経過し3日 連続塗抹
感受性が出るまで不許可  検査で陰性を確認。しかしこの際には退  主治医判断

T 一般  2種感染症病床  多床室なし

眸十ふ
「

″ぶ名にヽ _

入院日より2週間は原則として不許可。共用室等がな実質病床区域 =
病室。

主治医判断だが部屋自体から出ないよう指導

質問せず

主治医判断

表4.1.各 区画での患者管理状況
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病院名 精
壁量暑計

r病
床区画

結核患者の病院内移動時のエレベーターの専用化な
いしは対応(移動時間帯の調整や患者マスクを除く).

病棟/病 床区画出入り回の施錠や
secu■tyの 有無

=般

一般B

一般

一 般G

般

　

般

　

般

一　

　

二

Ｃ

　

Ｄ

　

Ｅ

同一病棟内陰圧化不可能室群

同一病棟内陰圧化可能室群

同一病棟内非陰圧区域

同一病棟内陰圧区域

同一病棟内非陰圧区域

同一病棟内拡大陰圧区域

同一病棟内固定陰圧区域

2階病棟

3階病棟

4階病棟

5階病棟

00病棟

△△病棟一部十□□病棟―

△△病棟内MDR区域

同一病棟内非陰圧室群

同一病棟内陰圧室群

モデル病床

2種感染症病床

なし。他患者の同乗も可能

独立戸建なので不要

結核患者の使用するエレベーターはほぼ決まってい

るが専用化等はしていない

特にしていない

職員用のエレベータを使用するが専用ではない。使
用中は他患者の同乗謝絶。

専用エレベータ=はないが他の病棟でのメインエレ
ベーターは結核病棟では閉鎖している。結核患者使
用時はエレベーターの他患者同乗は謝絶。

独立戸建なので不要

結核患者使用時は他患者の同乗を謝絶。

なし

なし

ほぼ別棟で、エレベータは結核病棟と他の病棟では

別。

なし。他患者の同乗も可能

なし。他患者の同乗も可能

なし。他患者の同乗も可能

なし。他患者の同乗も可能

質問せず

病床1階で不要

病床1階で不要

結核患者使用時はエレベーターは専用化する(bu‖ d

hの専用化システムあり)。

質問せず

他患者の同乗は謝絶

他患者の同乗は謝絶

休日夜間は病棟出入り口にブザー設置

なし

陰庄区域前室がナースステニションに隣

接しておリチェック可能

なし

なし

なし

なし(チェック困難)

なし

陰圧区域出入り回は施錠可能。認知症患
者等への対策として使用することがある。

なし

なし

なし。設置しても患者の不満が大きくなり
管理しきれない可能性が高い。

なし(制限していない)

隣の緩和病棟との連結部分は施錠されて
いるが、他にはない。

なし

なし

なし

病棟出入り回施錠(閉鎖病棟)

病床区画の出入り日は施錠可能。開鎖病

棟自体の入り回は常時施錠。

開鎖病棟で出入リロ等は施錠

結核対策とは無関係にどの病棟に入るに

も専用のカード(窃盗などの対策)が必要

(無断で出ると自由に戻ることができな‐

い)。 患者はカードは持たない。

なし(区域内のエレベーター出入り回は施

錠は通常施錠)        |

質問せず

なし

H

I

」

K

一般

一般

一般

一般

一般

一般

一般

一般

精神科病院

精神科病院

精神科が主

一般

Ｌ

　

Ｍ

Ｏ

　

Ｐ

般

　

般

　

般

一　
　
二

Ｒ

　

Ｓ

　

Ｔ

表4.2.患者移動時のエレベーター管理と病棟/病床区画出入り回のセキュリテイーの状況
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病院名 重譲襲農
科or病

床区画  `      病室/病棟ないし病床区域外 ←有りの場合対策      肇野舞普誌若窯
無 ←有りの場合対策への無許可移動の有無                 |

A    一
攣

  [二 [[li[||]]][群
 ぁまりない          与星肇詈績ξ

棟出入り口にブ ほとんどない    貧『 霙      i

B    T般   同一病棟内非陰圧区域    ぁまりない 。稀 に痴 呆 患 者 な  なし

同一病棟内陰産区域     ど°

              聖

室 ドアを手 動 に切 り替 えて開
ほ とんどない

難 くする^                    .

C   一般              年に23例        厳重注意         年に23例     厳重注意  |

D   一般    ｀         あり           厳重注意         年に数回     厳重注意

E   一般              ほとんどない。病棟を出ようとすればすぐわかる。認知症等の問題はあまり経験しない。         .

ト    ー般               時に認知差等で経験あるが稀 露想
症の場合

肇
床センサーで

「
とんどない       ―

G    
二

般   同 一 病 棟 内 非 陰 圧 区 域                   な し

同一病棟内拡大陰圧区域   弱智露言などで時にぁ,が
 馨是粒 賞り霧醗着とし 

し
同一病棟内固定陰圧区域  `                て使用することあり

認知症ではフットセンサーなど                 ヽ

H    二般               認知症などで稀にあり    使用するがかなり大変で、拘束 ほとんどない
を余技なくされる場合もある。

I    =般               あまり患者がいないのでわからない

J 一
1    

実甲 Jま占由手出入IJLtL%こ
曹 渕 馳 i。

謄 縦 Tら
鎌 麟

Kず
は [ 実い

,F出
,あ品 る

窟[f:鷲
酪畢酎R誌電

ざ 麗[難 二
F朴

5階病棟                                  いない。

L   一般              なし                        なし

M   一般  ○○病Ⅲ        ぁり。独居、生活保護、反社会

一般  全含
病棟一部

IEl冒
病棟

 宙楊言な竃薯[碕 な鑑 犠具捲騎撃ま
サ~    あり    職駈

~シヨンの

一般  △△病漁内MDR区域   動
ダ
しばしば発生。

N 翻 轟 同,離 内非nF■欝  錯 鯖
離 で 離` 内

,移

同一病漁容陰圧室群 島    蒻
含島彗紺石甑 苦

なⅨ閉鎖病厠

l断と公式書類のもと外から施         `
錠する。

陰圧区域から外へ出てきてしま

0 精神科病院     ‐ なし      現i男き騰 墨]識轟積なし
の外には出ることはできない。

P  精神科が主             収容実績なし

認知床の場合などは離床セン

Q   一般               認知症以外はなし      サーや病室ドアの開閉セン  なし

サーなどで早期に察知。

(認知症の患者では対応困難                   ‐

R   一般              なし           でモデル病床では治療不可能 なし
としている)

S   一般  モデル病床       重症が多く無許可移動はほとんどない。

T   一般  2種感染症病床      なし。元気な人はほとんどいない。

表43.病室/病棟ないし病床区域外/病院外施設への無許可移動と対策の実情
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鵬
名

重誼
'r訴

君塾病床区画
′  実働

病床として 看護単位と 結核 病床区画とナ,スス
ユニット  してユニット病 床 テニシヨンの距離

重症者の受け入と対応

結核病床外空気

感染対策個室の

有無(表 52参照 )

A 一般  通常  暑罷璽蜂
内澄圧化不

ユニット  ユニット

同一病棟内陰圧化可
能室群

B 一般  通常  展

二病棟内非陰
「

区

 独立病棟  非ユニット

同一病棟内陰圧区域

嘲 竃堪岳F~対 応可叡 非陰F重症値室鯛

C 一般 通常

D 一般 通常

E 一般 通常

F 一般 通常

G 一般 通常

H 一般 通常

I 二般  通常

L 二般

M 一般

通常

通常  2階病棟

3階病棟

4階病棟

5階病棟

通常

通常  ○○病棟

△△病棟一部+□
□病棟一部

△△病棟内MDR区
域

同一病棟内非陰圧

室群

同一病棟内陰圧室
群

モデル

ユニット   ユニット

独立病棟  非=ッ ト

独立病棟  非ユニット

独立病棟  非ユニット

独立病棟  非ユニット

独立病棟  非ユニット

ユニット  非ユニット

独立病棟  非ユニット

独立病棟  非ユニット

独立病棟 非ユニット

ユニット  ユニット

独立病棟 非ユニット

病室単位運 病室単位運
営    営

ユニット  ユニット

ユニット  ユニット

ユニット  ユニット

(病 棟内 )

4うこ再宅]で
ら`かな

46(病棟内 )

59

:鯖
如

59

10(区画内 )

51(病棟内 )

2(病 棟内 )

15 近い

対応可能。

対応可能。

なし

なし

なし

質問せず

独立病棟  非ユニット  55(病 棟内 )

ユニット(隣

独立病棟  病棟と共

通 )

ユニット(隣

ユニット  病棟と共

通 )

独立病棟  ユニット

同一病棟内非陰圧区
域

展√
練1拡大陰圧 独立病棟  非ユニット

同一病棟内固定陰圧
区域

うこ肩そ]襲Fら
かな

]重[通笏鶉5]]ξ
「蒻藉屏排勿なし

足、引いては診療報酬が原因との見解。

金属二iCrか
ら

T場
進『 再挽ξツ襲蠣拓認勇宴ご個 ぁ

ッ

ステーションからかな 隣の呼吸器病棟と1看護単位で結核病棟重症患者有

り離れている(隣の病 りの場合には看護師を呼吸器病棟から結核病棟へ多 なし

なし

∞

　

‐２

　

８

棟 ) 少シフトさせるが、全体としての増員はない。

陰圧区域はステ= 重症で看護師のCbse observatonが 必要な場合には

ションからかなり離れ 感染性の時期でもステーション近くの非陰圧個室に収 なし

ている 容する場合がある。

ユニット ユニット  3う
こ五宅:で

ら`かな
頻励 室で対応可能

般
　
般

一
　

一

Ｊ

Ｋ

重症者対応では看護上の問題も多〈、一応結核病床
で対応するが可能なら他院に搬送する。看護体制に

ついては特男1な対応はしていない。

質問せず

署翼蠍 錢管娠認
転`院先がなく自院なし

看護体制上結核病床での重症患者管理は困難で原

則転院だが、やむを得ない場合は各病棟ICUの 陰圧 あり

室を使用。

収容実績なく不明

対応可能

東6病棟 はステーシヨ

ンか らかなり離れて

いる       対応可 能

ステーションから若干

離れている

登理嘉島
ョン

=“

陰対応可能。    '

す療涯Eとステ~シヨ首曇魃 種縫響]護雛ビ

な し

な し

N 嬉護
科
顔菫
科

科神

院

精

病
Ｏ

　

　

Ｐ

　

Ｑ

R

察菫
科

モデル

ー般  モデル

ー般  モデル

な し

なし

あ り

S 一般

T 一般

2種病床

2種病床

循席咤′`かT量屋橿[[1%軍爾慇ギ異膚と職あり

うこ
=そ

:ば
ら`かな

貧生活巧塾[寿言奮Pお鷲」L禦臨諏靱 なし
要。

対応可能。非陰圧の非結核病床ICUで対応する場合

`璽

肩宅:で らヽか?言晏i雌髪輔 薫驀基嬰盤なし
またモニターが飛ばないことがある

表5.1.重症者対応の状況
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病
守
名重鰹

°r二召
レ
合凛症豊け入れへのデメント      ・

[曇
辱羹亀董房腹蔀等の手術 呼吸不全  白血病   透析      妊娠合併

Aず 麟
:撃倉lξ2;鱈薦:考道II嘔

げ認らな十なし

  1田
ず

る
「

術室あ
磐ζ炉督

11旅
「

棟

lξ
枡 ∬ 睾 湧

鯖

認知症は対応可能。近くの全科設置綜合病

B 一般  通常  憶菖聾警漂鰹あmi鎖 碁墓車皐LIし      不明        不明    不明   不明      不 明

た場合の対応方針は不明。

C 一般  通常  認知症は対応可能。合併症は転院が原則
。
なし     転院が原則     転院が原則 転院が原則l転院が原則l   転院が原則

転院が原則 (2週 間以

D塾 通常         なし   董漫驚峯冨瑳聰襲霧霧(転院が原前 転院が原則 転院が原則  晰 が原則

'                        
困難 )

E 一般 通常                    皇薯璽羹皇轟|[露言[β
「 響辱を

'対
応可能 対応可

す 言騨 寄型
の先生次第で

空気清浄機や前室の

F 一般 通常                    なし     麓堪L県尋総亀2囃鴇質問せず 量
け入

1可 層寄里
で
言析対 受け入れ可能

|まできる断うている

基本的に転院だがやむ

G 一般  通常  合併症の種類により対応不可能例あり  なし
     集量宮鳩冬嘉彙菫量髪

質問せず  質問せ
ず  

質問せず     質問せず

用

経験がないが術後一日

H 一般  通常                    なし     でlCUでなんとか対応 対応可能  対応可能  不可      質 問せず

可能かもしれない

I 二 般  通 常 なし     原則転院      質問せず  質問せず 質問せず    質問せず

J 一般 通常                    質問せず   質問せず      質問せず 質問せず 質問せず    質問せず

K 一般  通常  宗渕 種懸|:着331姦 曼

先
なし     質問せず      質問せず  質問せず  質問せず     質 問せず

LI帝
=繁

薔朱糠孵 亀鸞 1諄露、
ポ 響 蛉

著
醸ちる

呼
鳴
辮 葬

鱈
誓欅砕 仄

可能 (陰圧化可能ope

M 一般 通常                    なし     室あるが他からの問い 可能   可能   不可      転院
合わせはなしヽ)

N 幅講
科

湧菫
科                   基し     不可能       質問せず  質問せず 質問せず    質問せず

。 霧誤
科

|デ
ル

輩ξ麿熟書昴」零
は基本的に対応が困難 なし     不可        不可   不可   不可      不可

P 瀑笙
科 モデル                   なし     不可        不可   不可   不可      不可

全科対応可だが他の結核病棟からの要高        陰圧手術室はないがそ

Q T般  モデル
暴署『

合併症結核
零
者の転院はこれまで例 あ

ィ
(b)    ?昇

8言
後に,うこと 可    可    可       可

応対応可能だが、一

R 一般 モデル                  あり(め     警着[榮晟議頒腋皇堪 千デル病床では無理だが,?病棟9陰圧室ならOKlヽもしれない

非常に難しい。

S tt f■    膚購夢 議摯樫現璧可
:監弔

轟ず 和
′

合併症結核患者の転院に関する、他の結核                                ヽ

T 一般  2種  ξ晉薯宗a零暑:ぉょ庁旨琶ll墓農瘍富な なし      経験なく不明。    可     質問せず  質問せず     質 問せず

看講師が絨 ず対応薩困難 ^

1         表52.合併症対応の状況

(a):結核病棟勤務はベテラン看護師が多く、普段みていない疾患の合併結核患者でも医師の協力で、不安はあるもののなんとかケアー可能。

(b):ICU,HCUを 含む全病棟に陰圧個室が1～ 4病室ずつ割り当てられており、うち6床 は非モデル病床。

(d):主要病棟/HCUには陰圧室あり(計 10床 )あり。特に各病棟HCUは各部屋天丼にHEPA付再循環型空気清浄機が設置され中心部のHCUナース
ステーション部分にも大型のHEPA付再循環型空気清浄機が4台設置されている。
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個室  2床 室  3床 室  妹 室  5奄
弄 皇庵)変 )2)基 俺)計

陰圧 tr陰 圧 tr陰 圧
魂『

陰圧 tr tr tξ  魂『

1魂

『  斐ξ 蔭圧
魂ξ

総計

病室数 65   25   21   16     2    1     20   27     4     26     2     18     1    108   120   228

病床数         65 25 42 32  6 3  80 108  20  156  14  144‐ 9 193 511 704

裏褒襲
半」明している病室の

 
2́7  13   44  26    6   3    80  108   20   156    14   144    9   157  493  650

平均面積r      129 112  92  9.78   6_64 595  706 718   614  509   656   566   508

雰潟墨再彙襲

ぽ  2      8  8                                      10   8   18

患者一人

あたりの 15>平均面積≧
床面積請 loポの病室病床  20 9
(トイレシャ 数

ワー除く)

10>平均面積≧
75ポの病室病床  5  4  12 2
数

32  56

20    9    29・

49    62   111

の病室病床数
積       22 16  6  3  48 52  20  156  14  144  9  76  414 490

表6.1.陰圧/非陰圧別に見た個室・多床室分布と面積

(a):陰圧室なし
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病院名 精神or一般 病
「

区画
    

「 奎与ヒ
て

 
『 ] [餞

 蔦iF釜
衆
冒

単レド ζl: 話題翁奪言昌震蔦害誓

A  一般

C  二般

D  T般

E  一般

F  一般

G  一般

H  一般

I  一般

」  一般

K―
  一般

一般

一般

一般

L  ‐般

M  一般

一般

一般

N  精神科病院

0  精神科病院

P  精神科が主

Q  二般

R  一般

S  一般

T  一般

呆吾寵量轟
陰圧化ュニット

同一病棟内陰圧化
可能室群

回霞
病棟内非陰圧

独立病棟

同一病棟内陰圧区
域

1   独立病棟

独立病棟

ユニツト

独立病棟

星

=病

棟内非陰圧
独立病棟

同一病棟内拡大陰
圧区域
同一病棟内固定陰
圧区域

:       ユニツト

'      ユニツト

独立病棟

2階病棟    独立病棟

3階病棟    独立病棟

4階病棟    独立病棟

5階病棟    独立病棟

ユニツト

Oo病 棟    独立病棟

合含層優_獣す独立病棟
△△病棟内MDR
区域

星菫辱

棟内非
号 独1病棟

同一病棟内陰圧

室群

ユニツト

独立病棟

病室単位運

営

ユニツト

2種病床    ユニット

2種病床    ユニット

10  あり

2

40 あり

20 あり

55 あり

10 あり

10 あり

29 あり(2室 )

30 あり

12 あり

8 あり

3  なし

4 なし

46 あり

59 あり

58 あり

59 あり

59 あり

10 あり

51 あり

44 あり(2室 )

16 あり

20 あり

5

8 あり

2 なし

15 
』

室単位澤

3 あり

6 なし

10 なし

511

あり

52_29 あり  あり  あり

319 あり  あり  あり

45_5 あり  あり  なし

30  あり  あり  なし

19 あり  あり  なし

ζ♀′ま あり  あり  なし
30_1 なし  あり  なし

なし  あり  なし

20 なし  あり  なし

なし  なし  なし

なし  なし  なし

不明 あり  あり  なし

3834 あり  なし  なし

4■9 なし  なし  なし

5832 あり  なし  なし

5832 なし  なし  なし

245 あり  あり  なし

3■ 17 あり  あり  なし

3:1:ま
 
―り  あり  なし

1593 なし  あり  なし

927     あり  なし
あり

27  あり  あり  なし

なし  なし  なし

3532 なし  なし 'なし

なし  なし  なし

なし  なし  なし

なし
可(全病院可 )

あり

あり  可

なし 可(全病院可)

あり  可(全病院可 )

なし 可

なし  可

なし  可

なし  可

なし  可(全病院)

なし 可(全病院)

なし  個室でのみ可

なし

なし  不可(実際には

なし  使用している)

なし

なし  可

なし

なし  可(全病院 )

なし

なし
不可

なし  (医師の許可)

なし  場
容実績なく不

可

なし  可 (全病院 )

なし  可

なし 房篇
病床

あり  なし なし
  可(他病棟より規

制緩い)

一 般

表6.2.共 有空間の状況とテレビや電話等の設置状況
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毎紫 重
機

°
「
 病

否
区画

   量 |て

ユ

異8,I慇
 可の場合の購入方法 空承3のア

`セ

ス(庭
1屋 亀8磐βξ両りν型こ 暑留全蹴F適するふどうか(]嗣査

A 一般  呆吾籠
筆

壼
陰

「

化

 ュニット
同一病棟内陰圧化
可能室群

B 一般  量霞
病棟内非陰Ft 

独立 病棟
同一病棟内陰Ft区

域

C 一般          独立病棟

D 一般          独立病棟

E 一般          ュニット

F 二般          独立病棟

G 一般  昌霞
病棟内非陰庄

同一病棟内拡大陰  独 立 病 棟

圧区域

同一病棟内固定陰
圧区域

H 一般          ュニット

I 一般          ュニット

」 一般          独立病棟

K 一般  2階病棟    独立病棟

3階病棟     独立病棟

4階病棟     独立病棟

5階病棟    独立病棟

L 一般          ュニット

M 一般 ○○病棟    独立病棟
△△病棟一部 +
□□病棟一部

△△病棟内MDR 独立病棟

区域

N 
塩撓

科

 星三辱

棟内非陰

 二 立病棟

同一病棟内陰圧
、     室群

0 言籍護

P 精黎埜

可能    職員に依頼

可能    舅墾警量;詰竺タ
ログ(院内ローソ

可能    畠賢計
な`いし売店で職員が代

晉

病床区域入り日付近へ訪間販売一部可能  資亀釜菅奪讐奮飛
。看護師が買

可能     売店で代理購入

可能    カタログショッピング

不可

不可

不可

院内売店ないが、1週間に1回希
可能     望を聞いて職員が外の店に買出

し

可能    1階 の売店自販機で自分で購入

不可    用奈奮槙た碧程塁覧複2看
護さ

可能     カタログ販売ないし代理購入

可能     憲ξΓ

伝票依頼し病棟に届けて

基本的には  (家 族が購入/いない場合は代理
不可    で職員が購入する場合もあり)

祭翁

実績なく
堅

容実績なく不明

代理人(家族付き添い等)が購入
不可    するlい なければ職員が代行する

ことあり)

看護師が依頼を受け、サービスセ

可有ヒ    ンターヘ依頼し院内のコンピニで

購入され届られる

不可

聯聾摯隧諄令
不可         なし

不可          客悪,7ン
ナー(患者

不可         なし

屋上あるが不可(近 隣より
クレームがあったことがあ なし
る)

不可         なし

不可 (屋 上なし)
感染性次第で院内図

書室利用可能

説 犠計
入り自由に  なし

一部可能 (一 部で屋上に
出ることができるが広くな なし
い)

自由には不可。許可があ
れば決められた区域決め なし
られた時間に散歩可能。

不可。以前屋上に出ること

を許可していたが、タバコ

(火 の不始末)や 非行など なし
問題が多かつたため不可
としナこ。

1lFfrよ
感オ3留寡犠言ti扉倉塀曇『

半分可。非陰圧区域から

は、時間を決めて
=他

の病

棟とは離れた広い庭に出 中庭の他、一時的外

ることができる。陰圧区域 出許可がある
から直接出ることはできな
い 。

不可。状況によリマスク着       ‐

用のうえ、屋上庭園の散  (ア メニティが必要な長

歩を許可する場合がある 期入院者はほとんど
が、原則隔 離解除基準を いない )

満たした場合のみ。

不可         特にない

重症者が多く入院期

和      町 屏 ξ ま黎 砧

題にならない。

共用室は広く明るいが廊下も病室

も狭く若干圧迫感がある。長期入

院 の点では若干不 Fl。

廊下は広く部屋も比較的広々とし

ている

廊下は広く開放感あり

廊下は広く患者も少ないせいか閉

塞感はあまり感じないが雰囲気
が寂しい印象をうける

新しい病院で快適そうだが共同室
が若干狭い印象

窓は広く個室のあるtelは 眺めもよ

く開放感あり

(同 病院の2種感染症病床のほう
が、窓や部屋は大きくて明る〈開
放感がある)

廊下が狭く共同室もなく開塞感あ

リ
テレビ冷蔵庫も部屋内にない。結

核病床は個室として使用時では

広いが2つの扉で他から仕切られ

最奥 (2種より奥)に あり共同室も

なく精神的には閉塞感があるかも
しれない。

老朽化しており廊下は狭く部屋も

狭いのでかなり閉塞感がある

狭く古い病棟だが規律が緩くその

分楽かもしれない

施設はゆつたりしており眺めもよく

廊下も広いが看護師1人 で同病者

も少ないため寂しいのではないか

と思われる

築後長期を経ているが廊下は広く

明るい感じてあまり圧迫感はない

比較的ゆったりしている

廊下は広く病室もゆったりとして

窓が広い。患者が少なくため閑散

として寂しい感じだが静かで長期
入院には比較的適しているように

思われた。

開鎖病棟で入リロに鉄格子あり、

刑務所の独房のような雰囲気

変形した不正形部屋でわりと狭く

感じる。病床単位運営で部屋内
のみに長期に隔離されるとかなり
のストレスと思われる。

部屋も共同室も広く見晴らしがよ
いが、数ヶ月の入院だとつらいか

もしれない。ストレスカくたまってし

まい病院職員付き添いて発散の

ため散歩に行つていた事例があ
る。
部屋はそれほど狭くはないが3重

扉があり廊下も狭く共同室なく、

廊下から見た場合かなり開塞感
がある。長期の隔離は困難そう
で、実際にそういう用途には使用

していない。
見晴らしはよいが病室はかなり狭

不 可

一般Q

ユニット

独立病棟

病室単位運
営

R  一般        ュニット

S 一般  2種 病床    ユニット

(家族に行つてもらうしかない) 不可
テレビ視聴は感染症  い印象を受ける。長期の療養は

病床のみ無料。   かなり困難だが、使用状況からは
T 一般 2種病床 ユニツト  不可
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表6.3アメニティに関するその他の状況




